
奥能登における精神医療のニーズ
【内容】被災からの活動と、これから想定される精神医療ニーズ

金沢大学 精神科/子どものこころの診療科 菊知充

地震発生

16 17

本日



精神科医療支援としての活動



DPAT立ち上げ情報交換開始

日本精神神経学会・災害支援委員（東北大学富田先生）によるＷｅｂ講習会開催

Ｗｅｂ上で被災者に対するメンタルヘルスの知識と初期対応を公開（亀谷：リエゾン）



1月５日には 精神科患者の入院フローを作成しＤＰＡＴと共有



ＤＰＡＴ

金沢大学精神科医局からは坪本医局長をはじめ
延べ38日 精神科医を派遣

全国と地元のＤＰＡＴ混合チーム

自然災害や航空機・列車事故、犯罪事件などの集団災害の後、被災地域に入
り、精神科医療および精神保健活動の支援を行う専門的なチーム

坪
本

宮
岸



16 17

全国ＤＰＡＴ 全国とlocalのＤＰＡＴ Local DPAT

ＤＰＡＴ 講習会：石川県地場産業振興センター大ホール

6月以降は、石川県がどこかに委託して、こころのケア
センターが出来る予定

菊知が珠洲市総合病院の精神科外来の応援



１/２９～２/２ 珠洲市総合病院、公立宇出津総合病院
精神科外来の応援（菊知）

合計90名程度の外来診察
再来患者がほとんど。避難所から来られる方が多い
石川中央の2次避難所から戻って受診される方が2名
（やっぱり珠洲が良い、宇出津が良い・・と言われていた）

珠洲市総合病院の地域枠の先生 公立宇出津総合病院の地域枠の先生方

医療スタッフも皆被災者。
入浴も洗濯もできない日々
２～３割が離職予定との話が・・・

外来のベッド（厚遇）



1～3月 大学病院内の震災メンタルヘルス対策

・各部署に「目安箱」的なボックスを配置し、所定の用紙に困りごとを書いてもらう
・Covid-19のとき類似のことをメールで行ったが、紙の方が多職種に好感触

佐野、水上（心理）、中村師長



実際の困りごとと対応 例
【個別の患者に関すること】
・元気がない、悲観的な発言、無理に頑張ろうとしている など
→医師が直接診察 or 対応についてアドバイス

【職員に関すること】
・自分自身が辛い、眠れない、集中力が低下している
・同僚の言葉に傷ついた
・実家が被災したが、勤務について配慮が得られない
→このタイプの困りごとが圧倒的多数であった。事例に応じて
医師の診察、心理士の面談、所属部署上司と相談、など行った

佐野、水上（心理）、中村師長



4月8日 金沢市医師会 医療安全講習会
菊知

約120名の医師が聴講



子どものこころ発達研究センター
としての活動



1/30、2/6 特別支援学校 珠洲分校および輪島分校訪問（菊知）

どちらの校舎も倒壊は免れたものの
建物のつなぎ目が大きく破損、エレベー

ターは使えなくなっていた
他：給食サービスが使えない、送迎バスが動かせない、放課後等デーサービスが開所

できない等 困っていることを子ども家庭庁は本庁に報告 子ども家庭庁の調査員（杉本）



2月29日
輪島市にて視察、発達障がいのある子どものニーズのお伺い
中京大学辻井正次、金沢大学人間社会研究域上宮愛子、
子どものこころの発達支援センター 田中早苗

内容：輪島市役所職員、相談支援員さんらのご対応により、
①輪島高校（当時輪島市内の６つの小中学校児童生徒が通っていた）
②輪島てぃーんずラボ（精神科クリニック＆子どもの居場所）
③社会福祉法人佛子園 輪島KABULET（放課後等デイ再開2日目）
④海の星幼稚園（再開ひと月）
⑤石川県発達支援センターにて福祉サービス対象となっているお子さんたちの状況
の聞き取りを行った。

状況：・非常に大まかに輪島市内の子どもの1/3は市内に留まり、残りは市外に避難、
一定数は戻る予定だが多くは見通し不明。６人の校長先生。小学校はクラスに５名の教師。
・小規模校の通常学級の子どもたちは、大人数での活動を楽しめている一方で、特別支援学級の
子どもたちは、1/6のみ通学。できる人は早々と二次避難。元々あった教員の力不足の問題継続
・断水のままの地域が多く、支援者も被災者の中、職を継続するかの選択も迫られている
・断片的な情報をそれぞれバラバラに持っており、福祉サービス対象の子どもたちの全容を把握できて
いる人はおらず、その状況は4月現在もあまり変わっていない様子。保護者同士のつながりも希薄。



発達特性のある子どもとその保護者が対象。
トラウマケアやこころのケアのセミナーと
遊びの会のセットのイベントを、4月28日
（日）に金沢で、8月に輪島で開催予定

ニーズ把握も含め、発達障がいのある子どもの保護者対象の心のケアに関する
ミニ講演会と保護者交流会＆子どもの遊びの会を金沢市内で開催予定



１、知事室への訪問と陳情（知事室Ｒ６年3月1日）
２、石川県教育委員会との合同検討会（県庁Ｒ６年3月1日）

3月1日石川県教育委員会との会議（2時間程度）

①石川県教育委員会事務事務局 教育次長（高校・特別支援教育担当兼教員確保・指導力向上推進室長）
②石川県教育委石川県教育委員会事務局 学校指導課学校指導課 教員確保・指導力向上推進室 室次長
③石川県教育委員会事務事務局 学校指導課 課参事 東原 修身
④石川県教育委員会事務事務局 学校指導課 生徒指導グループリーダー 課長補佐
⑤石川県教育委員会事務事務局 学校指導課 生徒指導グループリーダー 課長補佐
⑥石川県教育委員会事務事務局 学校指導課 生徒指導グループ 指導主事
⑦石川県教育委員会事務局 学校指導課・高等学校教育担当 課長補佐
⑧石川県教員総合研修センター 所長
⑨石川県教員総合研修センター リーダー養成研修課マネジメントグループ 指導主事
⑩石川県教員総合研修センター 教育相談課 指導主事
⑪石川県教員総合研修センター 教育相談課 課長
⑫石川県教員総合研修センター 次長

①日本スクールカウンセリング推進協議会 理事(前理事長)、石隈 利紀
②中京大学 現代社会学部 NPO法人アスペ・エルデの会のCEO・統括ディレクター 辻井正次教授
③金沢大学 医学類 菊知充教授
④金沢大学 人文学類 村山恭朗准教授

菊知（医学）、村山（人文）



3月26日石川県の全小中学校長への講習会（３時間程度）

産業展示館：辻井正次先生（中京大学）、桝屋二郎先生（東京医科大学）、菊知（金大医学）、村山（金大人文）

北野教育長

辻井先生

桝屋先生
東日本大震災の経験から、全県下における学童の長期的な心理評価の重要性を説明



4月～石川県の小中学校全教員へオンデマンド講義開始
菊知

反響：田鶴浜小学校において保護者向けの講演依頼 等



石川県立図書館 辻井正次 内匠透 熊谷誠慈

3月20日 市民公開講演会開催

学長挨拶



これから想定されるメンタルケアニーズ



能登半島地震で心理的ストレスが蓄積する要因

能登半島地震では、最大３.4万人の避難者のうち、
３カ月後のＲ５年4月1日時点で、23.5％（8千人）以
上が避難生活を送っている。そして被害の大きかっ
た珠洲市では4月20日現在でも、70％以上のエリア
で断水が続いている。半島という地理的条件のため、
もともと脆弱であった交通網がダメージをうけ、復
旧作業を遅らせている。



能登半島内の地域で特に被害が大きかったのは能登北部（奥能
登）は人口約5.5万人で、特に高齢化が特にすすんでいる地域であ
る。奥能登のエリアには、長年にわたり精神科の入院施設はなく、
精神科で入院の必要な患者については、ほかの地域（能登中部地
域、あるいは能登南部地域）に移動して加療されてきた。奥能登
において精神科の外来機能をそなえた医療機関はわずか5か所で、
３つの総合病院（輪島、珠洲、宇出津）と、２つのクリニック
（輪島、穴水）が約2000人の精神科患者をカバーしてきた。
今後、奥能登における被災者のこころのケアを維持しつづける

こと、そして過疎化が進む地域における精神科医療のありかたが
問われている。
例：医師が薄く散らばるか？ 患者が一か所に通うか？

能登半島のこれまでの精神科医療



能登半島地震における被災者などの精神的ケア
東日本大震災から学ぶこと



厚生労働行政推進調査事業費補助金報告書

七ヶ浜町における被災者の健康状態の推移に関する研究



大規模半壊以上の家屋被災にあった被災住民における
心的外傷後ストレス反応を示す人の割合の経年変化

出来事インパクト尺度改訂版に基づく。N=1,251
厚生労働行政推進調査事業費補助金報告書



大規模半壊以上の家屋被災にあった被災住民に
おける心理的苦痛を示す人の割合の経年変化

ケスラー心理的苦痛評価尺度６項目版に基づく。N=1,251
厚生労働行政推進調査事業費補助金報告書



大規模半壊以上の家屋被災にあった被災住民における
人とのつながりが強い人と弱い人の割合の経年変化

ルーベン社会ネットワーク評価尺度に基づく。N=1,239

厚生労働行政推進調査事業費補助金報告書



大規模半壊以上の家屋被災にあった被災住民で軽度以上の心理的苦痛を
示す人のうち、人とのつながりが強い人と弱い人の割合の経年変化

軽度以上の心理的苦痛はケスラー心理的苦痛評価尺度６項目版で５点以上、人とのつながりの強弱は
ルーベン社会ネットワーク評価尺度で12 点以上/未満に基づく

厚生労働行政推進調査事業費補助金報告書



長期化する環境変化は子どもの発達
に影響を与えるか？



被災の翌年から、子ども達に変化が。。。。。



珠洲市市長、浜田病院長とこれからの支援について協議
2024年4月17日 泉谷市長の来訪に合わせて 1時間程度
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